
117.長浜市越前塚遺跡略報

1.はじめに

越前塚治跡は、長浜市加納町に所在し、米)11上流左

燥の自然.tÆ ~Jj上の雑木休中に小規模な前方後同1賞形を

したtjl丘が残っており越J.liJ塚古績として周知されてい

た。このことから付近に小波紋な古約鮮の存在が予想

されていた。

ところが、この地域について、湖北開発卒業団によ

る約22，000耐の工場用地造成の計画がなされたため、

長浜市教育委員会は、昭和56年に試綴鯛査を行なった。

この幸吉栄、越前塚古tJ1が、従来の予想以上の規模を有

することが判明したほか、弥生時代から古墳時代にか

けての一大基地様であることが判明した。このため、

翌昭和57年度に遺構の全貌を抱縫するため、約15，5∞
附について発編制査を行な った.

この潟盗によ って、館前塚古績をはじめ、周溝状遺

精70~以上、繍立柱建物跡 8棟以上、多数の土績を検

出した.

迂I械の中心、li、周滅状巡構であるが、これらのほと

んどは「方形周鴻慈」必よぴ古墳などの古代墳墓に伴

うものである。進織は、すべて耕作等によって削平さ

れて、墳丘や主体制11ま残 っ ていない。その~:味では資

料的価他に欠ける部分もあろうが、 70~以上におよぶ

謬地群の発見は、規模の商からも県内有数のものであ

る。また、後i.1eのように、年代毎の事・域の変遜をある

緩度把催することができるという点でもt't重である。
従って、本報告に先立ちその概略について報告したい。

2.位置及び歴史環境

今回隣査を行なった地域は、長浜市加納町字越前塚

および字狐・塚のほぼ全域である.長浜平野最大の河口

を有する米川の上流カ'1J日納町付近で南流と北流に分か

れる.本通~~事{立、このそれぞれの流鈴がつくる谷と谷

との聞にはさまれた舌状台地上に立地し、標高 107-

108mをはかる。

r方形周溝墓J 1草、弥生時代中期末から吉積時代前

期にかけてつくられるが、この時期に相当する集落跡

としては、大辰巳 ・鴨図 ・宮司JIr.高図など弥生時代

後期から古積時代前期にかけて大集落を営むものがほ

とんどである.また、同時期の墓地は、大東遺跡のは
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か、近江町奥松戸遺跡、同狐塚遺跡があり、長浜平野

でも比較的南部で検出されている.本遺跡の母胎とな

った集穏を付近に求めた場合、本遺跡西方の加納町集

落と丞複するかたちで1次補i:I'也(加納町巡跡)が所在す

るが、年代害事lま明らかではない。

古墳時代中J~I以降については、本遺跡の南方約 0.2

kmには、小規般的方後円以'と思われる上総塚古績が所

在し、南東方向約 1.2kmには、市内汲大の前方後円墳

である丸問塚古績が所程する。

3.遺構及び出土遺物

(弥生時代中Jtll) このl時期の周溝状泣械は、総数

7基を数え、いずれも問後区域の東半部において検出

された。このうち最大のものは、 9号で、周溝の幅が

1.1 m-3.5m、台状部の l辺が約11mの規模である.

最小のものは-、 70号-で、周溝の幅が0.8m-2.0m、台

状部の 1辺が約8mの規模である.

この時期の遺綿の特徴としては、ほとんどの周溝が

単独で造られるか、ある刊は周鴻が殺する程度で、明

確な共有関係を示さないことがあげられる.

出土土総{主、やや古い時1l1J(rn様式)の特徴を有す

るものも含まれるが、ほぽW機式の時期に比定できよ
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1.産量的塚遺跡 5.丸岡遺跡

2.犬家遺跡 6.茶臼山古墳

3.奥松戸泡跡 7.上濡縁古墳
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う.その中で、 70号周潟西辺から出土した綿頭登は、

休部下方に焼成後の穿孔を受けて必リ、明らかに供献

的要喋を有している.なお、本遺跡出土土苦寺中でよの

ような穿孔を般認できたものは、この 1点のみであっ

た.この他、 4号出土の高蔵式の綱領査、 34号出土の

水量豊形土器告書事がある.

(弥生時代後期) 出土遺物によって後期に比定で

きるものは23法であるが、共宥関係や位置関係で同時

期に含めうるものを加えれば総数36~在を数える。 これ

らは、開資区成の酋主幹部で検出された l鮮と家主幹部に

必いて中j明治械と隣按する形で巡られた 1群とで大君IJ

できそうである。最・大の逃械は、2号 ・21号 ・31号等

で、周溝のl闘が1.3-3.4m、合状部の l辺が約12mの

規模である。批小のものは、 25-1予.58号若手で、周織の

幅が0.5m-1.2m、台状昔日の 1辺が約 5.5mの鋭棋で

ある。

この時JYlの伺泌状泌総{立、各巡榔が単独で造営され

ることが少なく、ほとんどが悶鴻を共有するか、ある

いは接するという形態をなしている。また、このこ と

から、さらに幾つかのグループに分けることが可能で

ある.

-WlJをあげれば、調査区城南西に位置する16号 ・17

号 ・22号 ・25号 ・58号等互いに講を共有するー若手。 2

号 .21号等大却のものを中心として、それを臨むよう

に造られた中小の周溝墓.また、調査区放の東端付近

の10号 ・28号 ・31号 ・35号等互いに構が綬し、方位を

同じくする一群などである.

土着告は、 「受白状口総J を有するものが多〈、渡 ・

鉢類のほとんどがこの形式である。この傾向i主、王室類

にも及んでいる.この中で、 58号 .35号からは、畿内

V様式に特ー徴的な長鎖滋が出土しており、 40号からは、

「受白状ロぬJ畿と共に東海地方山中式の広口受が出

土した。この他に、やはり後期米頃に比定できる15号

からは手熔形土総が出土した。

(古t.QP軒tlliJlUI) この|時期の巡械は総数8tきで、
ほとんどが別査区城東主幹部で検出された。これらの多

くが、弥生時代中、後期の遺構を切って進られている。

この時期では、 n~ f時代的な方形プランの他に、新た

に円形プランのものが採用される。方形のものでは55

号が最大で、織の幅が 4.8m、台状の一辺が、約14m

である。殺小のものは56号で、周溝の鰯が 0.8m、台

状部の一辺が 5.5mである.円形のものは、直径が約

9m、潟の闘が約 1mで、はぽ同一形態である.

この時期の土2告は、量的に非常に少ない.その中で、

55号からは、比較的まとまった鑑の土器が出土した.

周溝からは r受口状口線」捜や広口登と伴に、布留式

の袋、元屋敷式の高旅と rs字状ロ縁」 夜、月影式の

袋、鉢害事が出土した.この時期の長浜平野における初
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i号出土円筒犠輸

期土師号告の様相のー織を淡わしている.

(古漬時代中期) この時期の遺構としては、総前

塚古墳、 1号・ 30号がある.

1号は、検出遺構のゆで最も残存度がよく、直径12

.8問、周濠隠2.0-2.9mを計る.周濠北側と西側に陸

橋部らしき、周波の米織部分を残している.

綾前塚古噴11、直径約38mの阿形プランを有し、周

j張娠が約8mを計る.

30号11、直径10.8の阿形プランで、周波臓が約 2m

を計る。

1号の蔚滋全域から多数の問問先立輪片が出土し、特

に周波の南辺からは、 2 1f~1体以上の象形地輪の他に須

恋苦手:q;、身 .J手議 ・波 ・綬得、土問号車高原、小型蛮等が

まとまって出土した。これらの逃物から l号の築造年

代は 5世紀末頃と考え られる。

越前塚古tftJ.'ð~からは、 m恐総高杯、阿波、:q;、身、

平鉱の他地総片も出土した。築造年代は、これらの造

物から 5世紀末頃とJJえられる。

30号も周僚から須恕株t下身、 t不説、高I干の脚等が出

土した。

(古.t.n時代後1111) 39号、 43号の 2法がこの時期に

相当する。 39号は、プランがIi~方後同形を呈するもの

で、前方部長が12.8m、後同郁径が19.9mで、周波の

絡が 2.8-1l.0mを計るものであるo 43号11、方形プ

ランを有し、周滋東辺に陸栂らしさ問織の未掘部分を

残す。台状部の 1辺が約28.8m、周擦の隠が 4.6m-

5.8mを計る。両者がらは、須怒号是也、保身、:q;、表な

どが少輩出土している.ζ れらから築造年代を 6世紀

後半頃に求めることができる.
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4 まとめ

以上、略述したように、本巡跡

の周滞状遺構{立、 5つの時期に大

野1)される。すなわち 、 IWl一弥生

時代中期末、日期一弥生時代後期、

日I矧一宮墳時代前期、 W期一古墳

時代中期、 V期一古墳時代後期で

ある。 1-rro切のものは、弥生時

代的な纂制である「方形周溝墓J

に相当するものであり、 N.V期

のものは古墳である。

1 -llO切については、|時間的な

断絶はほとんどなく継統して造ら

れている。しかし、この中にあっ

て、後期の燭溝墓が、中期の周溝

墓を避けるか、あるいは燭議を犠

する程度であるのに対して、古墳

時代前期の鴎i森喜Eは、弥生時代中

期のものも後期のものも壊しなが

ら造られる傾向にある。 11寺代の~

t拠点におけるこのような{頃向は、

その母集団の断絶を忽わせるもの

がある。

I-JIlWlに必ける共通の特徴は、

その占地において認、められる。す

なわち、特に調査区域の東半部で

は、東北一南西方|句の線状に裂放

を拡張した傾向が認められる。沼

地形が平物的に削平されている現

状では確認することはできないが、

逃椛のベースに砂燦層が認められ

るこ・とは、この地が常時河川のjf!.

2誌に見舞われやすい条件にあづた

ことを物語るものである。しかも、

砂l深層の地合!1層と周講義の拡張方

向とー数するので、周溝墓の造営

期にあっても、この地が向機の自

然条件下にあったことが考えられ

る。

Nj拐のうち、越前老衰古墳につい

ては、同形のプランをもつことが

判明したが、本来の償形について

若干の問題を残した。周濠の北辺

の外側かたが直線的4ニ延ぴる傾向

にあるからである。西辺は工場用

地等で切られているため確認でき

ないが、周濠がさらに西に延びた

場合、前方後円績の可能性も残る。
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l号については、その破域を受けた時期が問題とな

る。 l号墳丘に立てられていたと考えられる地輪類の

ほとんどが周波内の底部に機械していた.中には、円

筒1也事告が転倒して、底を上方に向けて底部にmち込ん

でいるものもあった.このことは、この古績が、築造

されて聞もない時期に.1ft丘の破峻を受けたことを物語

るものであろう。さらに、績給などの破損状況からみ

ても雨水等による羽丘の自然崩壊によるものとは考え

襲撃〈、人工的な破墳の可能性が寓いと思われる。高度綾

の時期について一つめ手織りとなるのは、 l号に北接

する土指揮 (SK 6 )内で、これも底から、 l号局涼南

辺から出土した家形地輪と同一個体と思われる破風板

が出土している。この土郷の開』臨時期が、出土土総に

よれば 6 世紀後半頃と ~iÊ)Êされるので、その頃には 1

号は磁吸を受けていたことになろう。このl時期lま、酋

桜する43号、北方の3904予の築造時期にもあたる。 l号

に対する人工的な破城が43号、 39号の築造に係るとす

れば、ここにも母集団の断絶があった ζ とになろう。

最後に、合.1ft若干ーとしての間魁点を指摘しておきたい。

本逃-跡l立、古境群としては 5世紀末頃成立した。銭前

老衰古墳が前方後円境だとすれば首長纂として捉えるこ

とも可能である.また、本遺跡南方約 O.2kmに、小型

前方後円墳である上総塚古.1ftが所在し、これも本来群

を形成していたことが考えられる.この古m群は、出

土土器から 6世紀後半頃に造営時期の一点をおくこと

ができる.両古墳群の造営時期{主、 6世紀後半におい

て重複し、しかも位置的関係から両者が単独で成立し

ていたとは考え縫い.むしろ首長率Eを中心として、前

古墳群を包fきする一大墓地群が中Wlから後期にかけて

営まれていたと考・える方が妥当であろう .

この場合、微山丘陵北部に茶臼山古漬をはじめ次々

と前方後肉墳を築き、 5世紀末頃、稿IJ北役大の前方後

円墳である丸岡塚古績を築いてそのピークに途すると

同時に終潟を迎えた首長の器械との閲:iiliを見~frすこと

はできない。この後、長浜平野では他に顕著な基士創立

形成されない。丸問塚古.tJtと 1.2kmの近距離にある本

古翁群の成立がこのような動向と無織であるとは考え

難い。(宮成良{左・佐野誠一)
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図4 越前塚遺跡出土土器(土器右下の数字は出土遺構番号)
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